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 ナキウサギは，1997 年編のレッドデータブックにおいて，旧基準では希少種として記載されている．し

かし，新基準では準絶滅危惧種に相当し，詳細な調査をすれば危急種となる可能性があるとし，適切な保

護対策が求められている．そこで必要とされるのが生息数と生態的な現況の把握である．生息数について

は ， 申 請 者 の 「 音 声分析を用いた個体識別」で得た成果を「音声分析による生息数推定」に生かすことが

できると考えられる．生態的現況については，「地理的隔離による音声の地域変化」を調べることによって，

３つの個体群が互いに孤立していることを証明し，個々の個体群の重要性と貴重性を論じていく． 

 以上のように，本研究の目的は，北海道の自然のシンボル的存在であるナキウサギの生態を音響学的側

面から解明し，自然保護に応用することにある． 
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研究内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究は主に２つに分けて行なう． 

 ●個体識別法を応用した生息数推定 

 申請者の現在までの研究によって，エゾナキウサギの鳴き声は各個体間で明確な違いがあることがわかっている．現時点で，個

体識別法はほぼ確立できている．１２年度は， 2ヶ所のナキウサギ生息地において「個体識別法」を用いた生息数の推定を行なう． 

 ●地理的隔離による音声の地域変異 

 ナキウサギの分布は日本ではおもに北海道の中央部の山岳地帯に限定されている．さらに，夕張・芦別山系，日高山系，北見山

地・大雪山系の大きく３つの個体群に分けられ，個々に分断されたかたちとなっている．ここでは，音響学的アプローチから，こ

の３つの個体群間における音声の違いについて調査する．大雪山系，日高山系，夕張・芦別山系の３つの個体群サンプルを収録す

ることができた．特に大雪山系と日高山系この２つの個体群間で異なった傾向が認められた．残る夕張・芦別山系の個体群を調べ

ることで，３つの個体群間で遺伝子の違いが生じていることや，生態的にも違いが生じていることを指摘していく． 
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 動 物 に お け る 具 体 的 な 保 護 対 策 や そ の 方 針 を 打 ち 出 す こ と は ，生 息 状 況 や 環 境 状 態 を 調 査 す る こ

と に よ っ て は じ め て 可 能 と な る ． 本 研 究 は ， 音 声 分 析 と い う 手 段 を 用 い て ， ナ キ ウ サ ギ の 詳 細 な 生

息 数 や 生 態 的 状 況 を 把 握 す る と い う 独 特 な 手 法 を 用 い て い る ．生 息 数 調 査 に お い て は「 個 体 識 別 」，

「 鳴 き 声 の 安 定 性 」，「 な わ ば り と 音 声 の 関 係 」 で 得 た 成 果 を 踏 ま え ， 局 地 的 な 生 息 数 推 定 （ 生 息 実

数 と 推 定 数 の 比 較 を 行 な い ， 数 理 モ デ ル の 構 築 を 検 討 す る ） に つ な げ て い る ． 地 理 的 隔 離 に よ る 音

声 の 地 域 変 化 に つ い て は ， 夕 張 ・ 芦 別 ， 日 高 ， 北 見 ・ 大 雪 山 系 の ３ つ の 個 体 群 に お け る 音 声 を 調 べ

る こ と で ， 生 態 の 違 い や ， 個 体 群 間 に お け る 遺 伝 子 交 流 の 有 無 の 解 明 に つ な げ て い く ．  
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今後の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 生 息 数 推 定 に つ い て は ，調 査 地 の 選 定 ミスで，研究が順調には進まなかった．今 後 は ，調 査 地 の 選 定 に 注 意 しなくて

はと感 じた． 

地 理 的 隔 離 に よる音 声 の 地 域 変 異 の 研 究 に つ い て は ，日 高 山 系 個 体 群 と夕 張 ・芦 別 山 系 個 体 群 を中 心 に 調 査 を

行なったが，後 者 は 個 体 数 が 少 な く，サンプルを一つしか得ることが できなかった．前 者 もサンプル数が少ないため，今 後

は，両 個 体 群 ともサンプルの充実に力を入れる必要がある． 
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